
は
じ
め
に

近
世
か
ら
近
代
の
は
じ
め
に
か
け
て
、
河
川
に
か
か
る
木
橋

に
テ
ラ
ス
状
の
張
出
し
を
も
つ
例
が
あ
る
。
確
認
さ
れ
た
例
は

多
く
な
い
が
、
絵
画
資
料
や
写
真
を
手
が
か
り
に
、
こ
の
特
殊

な
構
造
の
実
態
を
考
え
て
み
た
い
。

１
．
遠
賀
川
・
日
の
出
橋
の
張
出
し

江
戸
時
代
、
福
岡
藩
の
支
藩
・
直
方
藩
が
廃
藩
後
の
元
文
元

年
（
一
七
三
六
）
以
降
、
木
屋
瀬
・
飯
塚
宿
間
の
長
崎
街
道
は

往
還
替
え
が
あ
り
、
当
時
の
直
方
町
頓
野
口
で
遠
賀
川
を
渡
る

よ
う
に
な
っ
た
。『
筑
前
名
所
図
会（

註
１
）』

の
「
直
方
町
」
図
に
は
、

旅
人
で
賑
わ
う
渡
し
場
の
よ
う
す
が
描
か
れ
て
い
る
。

明
治
期
、
こ
の
場
所
に
か
か
っ
た
橋
が
日
の
出
橋
で
あ

り
、
起
工
は
明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
一
）
二
月
で
あ
る
。
遠

賀
川
流
域
で
も
最
初
期
の
大
型
木
造
橋
で
、
長
さ
二
〇
四
間

（
三
六
七
・
二
メ
ー
ト
ル
）、
幅
二
間
（
三
・
六
メ
ー
ト
ル
）
の
長

大
な
橋
で
あ
っ
た
。

［ちくほう地域研究］

張出し構造をもつ木橋に
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も
っ
と
も
、
こ
の
初
代
日
の
出
橋
は
な
が
く
維
持
さ
れ
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。
竣
工
後
の
十
一
年
間
に
「
前
後
十
回
に

七
千
余
円
を
投
じ
て
修
繕
」
し
た
が
、「
腐
朽
著
し
く
遂
に
大

正
十
二
年
（
一
九
二
三
）」
に
架
け
替
わ
っ
た（

註
２
）。

木
造
の
橋
と
は
い
え
、
ほ
ぼ
毎
年
修
理
を
し
な
が
ら
短
期
間

で
腐
朽
す
る
の
は
い
ぶ
か
し
く
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
下
流
約

三
・
五
キ
ロ
で
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
に
起
工
し
た
中
島
橋

（
長
二
二
〇
間
・
幅
二
間
）
も
十
五
年
間
に
八
回
の
修
理
を
く

り
返
し
、
こ
れ
ま
た
「
腐
朽
甚
く
」
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）

に
か
け
替
え
ら
れ
た
。
当
時
、
木
橋
の
維
持
が
困
難
で
あ
っ
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
初
代
日
の
出
橋
は
短
命
だ
っ
た
が
、
幸
い
鮮
明

な
写
真
が
残
る（

註
３
）。（

図
1
―
１
）
西
岸
の
下
流
側
か
ら
の
撮
影

で
、
画
面
手
前
に
舟
遊
び
す
る
少
年
た
ち
、
背
景
に
は
福
智
山

の
山
並
み
が
見
え
る
。
橋
上
に
は
往
来
す
る
人
を
は
じ
め
、
馬

車
や
荷
駄
、
大
八
車
な
ど
が
写
る
。

く
わ
し
く
見
る
と
、
橋
の
西
岸
寄
り
下
流
側
の
高
欄
が
外
側

に
屈
曲
し
、
束
柱
９
本
分
ほ
ど
の
長
さ
で
テ
ラ
ス
状
に
張
出
し

て
い
る
（
図
１
―
２
）。
そ
の
規
模
は
、
通
行
人
の
大
き
さ
か

ら
推
定
し
て
幅
約
一
メ
ー
ト
ル
強
、
長
さ
約
五
メ
ー
ト
ル
、
当

時
の
尺
貫
法
で
い
え
ば
三
尺
×
三
間
と
な
ろ
う
か
。

そ
の
構
造
は
、
橋
梁
に
直
交
す
る
台
持
木
は
他
の
橋
柱
（
橋

脚
）
部
分
と
同
じ
だ
が
、
張
出
し
部
分
の
み
橋
柱
頂
部
に
渡
し

た
梁
の
一
方
を
の
ば
し
、
さ
ら
に
二
段
の
梁
を
重
ね
て
い
る
。

橋
柱
か
ら
は
斜
め
上
方
に
方
杖
が
出
て
こ
の
梁
を
支
え
、
そ
の

上
に
張
出
し
が
乗
る
。
先
述
の
よ
う
に
高
欄
も
張
出
し
に
沿
っ

て
設
け
ら
れ
て
る
か
ら
、
橋
の
上
で
は
こ
の
部
分
が
テ
ラ
ス
状

に
突
出
す
る
形
と
な
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
明
治
末
年
に
建
造

さ
れ
た
日
の
出
橋
の
、
少
な
く
と
も
一
箇
所
に
張
出
し
が
あ
っ

た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

２
．
近
世
の
橋
に
お
け
る
類
例

実
在
す
る
著
名
な
張
出
し
の
例
に
宇
治
橋
（
京
都
府
宇
治

市
）
が
あ
る
。
大
化
二
年
（
六
四
六
）
の
架
設
を
記
す
「
宇
治

橋
断
碑
」
で
知
ら
れ
る
古
代
か
ら
の
橋
で
、
橋
の
上
流
側
に
は

図１－１．初代日の出橋

図１－２．初代日の出橋の張出し
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橋
姫
を
祀
っ
た
と
さ
れ
る
「
三
ノ
間
」
と
い
う
張
出
し
が
あ
り
、

平
成
八
年
に
架
け
替
え
ら
れ
た
現
代
の
宇
治
橋
に
も
そ
の
形
が

踏
襲
さ
れ
て
い
る
。（
図
２
）

　

も
っ
と
も
、
橋
姫
の
神
祠
は
洪
水
の
た
び
に
流
失
し
た
の

で
、
の
ち
に
橋
の
西
詰
に
移
し
祭
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
中
世
の

絵
巻
や
屏
風
に
見
え
る
宇
治
橋
に
は
こ
の
張
出
し
が
描
か
れ
て

お
ら
ず
、
は
た
し
て
橋
上
に
神
祠
が
存
在
し
た
か
に
つ
い
て
疑

問
が
示
さ
れ
て
い
る（

註
４
）。

　

寛
永
十
一
年
（
一
六
三
四
）
刊
行
の
河
口
好
和
『
諸
国
奇
遊

談
』
の
挿
絵
に
は
三
ノ
間
に
神
祠
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
本
文

に
は
方
位
を
示
す
彫
刻
と
鉄
の
鐶か

ん

の
み
と
あ
る
。
図
は
実
景
で

は
な
く
、
伝
承
を
絵
に
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

一
方
で
、
張
出
し
は
宇
治
川
の
水
を
汲
む
た
め
と
の
説
も
あ

る
。
事
実
、
か
つ
て
茶
の
湯
の
世
界
で
は
、
宇
治
川
の
名
水
が

珍
重
さ
れ
て
お
り
、
永
禄
八
年
（
一
五
六
五
）
正
月
に
松
永
久

秀
が
多
聞
山
城
で
お
こ
な
っ
た
茶
会
で
は
「
御
水
ハ
宇
治
川
三

ノ
間
ノ
名
水
」（『
松
屋
会
記
』）
で
あ
っ
た
。
ま
た
天
正
八
年

（
一
五
八
〇
）
の
津
田
宗
及
の
自
会
記
に
は
「
水　

三
間
之
水

　

従
宮
内
法
贈
給
候
」
と
あ
る
。
今
日
で
も
三
ノ
間
の
直
下
は

流
れ
の
中
心
で
比
重
が
軽
く
、
か
つ
て
そ
こ
に
流
れ
る
水
は
と

く
に
甘
美
で
あ
っ
た
と
い
う
。
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
刊
行

の
北
村
季
吟
『
菟つ

ぎ

ね

ふ

芸
泥
赴
』
に
は

「
三
ノ
間
の
水
は
、
此
川
の
中
に
此
所
こ
と
に
茶
に
甘
美
な

り
と
利
休
お
ぼ
し
て
、
水
く
む
所
を
橋
に
か
ま
へ
た
り
」

と
し
て
、
三
ノ
間
の
張
出
し
は
名
水
を
汲
む
た
め
に
利
休
が
工

夫
し
た
施
設
と
説
い
て
い
る
。

　

も
っ
と
も
、
さ
き
の
『
諸
国
奇
遊
談
』
に
は
三
ノ
間
の
張
出

し
に
つ
い
て

「
通
行
人
の
休
憩
の
た
め
な
ら
橋
の
中
央
付
近
に
あ
る
べ
き

だ
。
往
来
の
人
を
避
け
る
必
要
が
あ
る
よ
う
な
小
橋
で
も
な

い
。
水
を
汲
み
上
げ
る
の
な
ら
橋
の
下
流
側
に
あ
る
べ
き
だ

し
、
む
し
ろ
舟
で
汲
ん
だ
方
が
便
利
だ
ろ
う
」

と
疑
問
を
呈
し
て
い
る（

註
５
）。

　

一
方
、
江
戸
時
代
に
東
海
道
一
の
橋
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た

矢
矧
橋
（
愛
知
県
岡
崎
市
）
に
は
、
橋
の
二
カ
所
に
張
出
し
が

あ
っ
た
。
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）、
ド
イ
ツ
人
医
師
シ
ー
ボ

ル
ト
が
江
戸
参
府
に
随
行
し
た
と
き
、
矢
矧
橋
に
つ
い
て
「
日

本
最
大
の
橋
」
と
関
心
を
示
し
、
み
ず
か
ら
長
さ
と
幅
を
記
録

し
て
い
る（

註
６
）。

ま
た
橋
の
ス
ケ
ッ
チ
を
作
成
し
、
長
崎
の
画
家
川

原
慶
賀
に
橋
を
精
細
に
描
か
せ
た
。
さ
ら
に
日
本
人
大
工
に
橋

の
模
型
ま
で
を
作
ら
せ
て
い
る
。（
図
３
）
こ
れ
ら
に
よ
る
と
、

矢
矧
橋
に
は
上
流
側
に
二
カ
所
の
張
出
し
が
あ
り
、
橋
の
中
央

の
張
出
し
に
は
小
屋
が
設
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

橋
中
央
付
近
の
小
屋
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
よ
り
は
や
く
寛
政

七
年
（
一
七
九
五
）
の
高
力
猿
猴
庵
『
東
街
便
覧
図
略
』
に
も

見
え
る
。
説
明
に
は

　
「
海
道
第
一
の
大
橋
に
て
、
橋
の
真
中
に
番
所
（
南
有
）
有
。

西
の
詰
に
は
突
棒
・
指
股
等
を
飾
る
。
両
の
川
岸
に
は
策
を
結

ひ
、
云
々
」

と
あ
り
、
張
出
し
が
番
所
設
置
の
た
め
と
知
ら
れ
る
。
ま
た
寛

政
九
年
（
一
七
九
七
）
の
秋
里
離
島
編
『
東
海
道
名
所
図
会
』

に
も
図
が
あ
り
、
橋
中
央
の
番
所
と
こ
こ
に
詰
め
る
人
物
が
見

え
る
。

　

東
海
道
は
軍
事
上
の
理
由
で
架
橋
が
制
限
さ
れ
て
い
た
が
、

矢
矧
橋
は
例
外
的
に
長
大
な
橋
が
か
か
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
橋

の
東
が
徳
川
家
と
ゆ
か
り
の
深
い
岡
崎
城
下
で
あ
っ
た
た
め
、

参
覲
交
代
の
諸
大
名
な
ど
に
威
厳
を
示
す
意
味
が
あ
っ
た
よ
う

図３．矢矧橋の張出し

図２．宇治橋三ノ間の張出し

図４．室見川の橋
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だ
。
長
大
な
橋
の
中
ほ
ど
に
番
所
が
設
け
ら
れ
た
の
は
、
往
来

警
備
の
た
め
と
思
わ
れ
る
。
猿
猴
庵
が
見
た
橋
の
西
詰
の
突
棒
・

指
股
は
捕
物
道
具
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
も
警
備
の
一
環
で
あ
る
。

３
．『
筑
前
名
所
図
会
』
に
み
る
張
出
し
の
諸
例

　

近
世
筑
前
に
お
け
る
木
橋
の
張
出
し
は
『
筑
前
名
所
図
会
』

に
見
ら
れ
る
。「
巻
之
三
」
収
録
の
「
愛
宕
山｣

図
に
は
早
良

郡
室
見
川
の
橋
が
描
か
れ
て
い
る
が
、（
図
４
）
橋
の
両
側
に

一
対
の
張
出
し
が
見
え
る
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
は
西
日
本
新
聞
社
版
『
筑
前
名
所
図
会
』
の

解
説

（
註
７
）に

指
摘
が
あ
り
、
公
刊
さ
れ
た
底
本
の
描
写
は
簡
略
で
あ

る
と
し
て
異
本
の
挿
絵
を
掲
げ
て
い
る
。
張
出
し
が
設
け
ら
れ

た
理
由
に
つ
い
て
は
、「
交
通
の
為
の
特
殊
な
施
設
」
と
述
べ

る
に
と
ど
ま
る
。

　
「
解
説
」
が
指
摘
す
る
橋
の
張
出
し
は
室
見
橋
だ
け
だ
が
、

同
書
に
は
ほ
か
に
も
張
出
し
を
表
現
す
る
橋
が
あ
り
、
そ
の

「
特
殊
」
の
内
容
に
関
心
が
も
た
れ
る
。

表１．『筑前名所図会』の主要な橋一覧
類型 名称(仮称ふくむ) 郡 街道 場所 川 図の名 橋脚数 張出し 取付位置 規模など

1 黒門橋 福岡 唐津 　 黒門川 　 3 　 　 反り橋・長５間５尺幅２間１尺３
寸「古地図の中の福岡・博多」

1 梁橋 福岡 　 　 菰川 　 3 　 　 反り橋・唐人町と西町の間
1 白水橋 穂波 長崎 飯塚宿 飯塚川 飯塚駅 3 　 　 反り橋「全誌」に長25間幅2.1間
1 高橋口の橋 御笠 宰府 宰府宿構口前 御笠川 西都図第二 3 　 　 反り橋
1 石堂橋 博多 唐津 　 御笠川 　 6 　 　 反り橋・長24間４尺５寸幅２間４尺
1 中島東橋 博多 唐津 　 博多川 中島東西の橋 7 　 　 反り橋・25間（石城誌）28間（筑陽記）
1 中島西橋 博多 唐津 　 那珂川 博多惣細図 3+ 　 　 反り橋・43間半（筑陽記）
1 伊野神社前の橋（現五十鈴橋）粕屋 　 伊野神社前 猪野川 伊野太神内宮之図 3 　 　 反り橋
2 一貴山川の橋（長）（現羅漢橋）怡土 唐津 　 一貴山川 深江駅・天満宮他 5 1 上流 小橋と連結
2 興徳寺橋 早良 唐津 　 長柄川 興国寺・姪浜 2 　 　 反り橋
2 赤坂橋 志摩 唐津 岩本付近 長野川 筑紫富士 3 　 　 　
2 栗尾明神前の橋 下座 　 三奈木村 佐田川 栗尾明神 2 　 　 　
2 住吉橋 那珂 　 　 那珂川 住吉神社一の鳥居 7 1 上流 石垣突出 反り橋
2 作出町の橋 博多 　 日田街道そば 御笠川 作出町 不明 1 　 一部のみ描く
2 若宮明神前の橋 福岡 　 薬院八反田 堀か 　 　 　 　 一部欠。今泉１丁目
2 米田橋 福岡 　 　 菰川 　 2+ 　 　 唐人町と西町の間
2 関屋追分の橋 御笠 　 関屋追分そば 御笠川 西都図第四 2 　 　 かなり省略・橋脚は３本か
2 室見川の橋・底本図 早良 唐津 室見河口 室見川 愛宕山 6? 2 上下流各1 　
2 室見川の橋・異本図 早良 唐津 室見河口 室見川 愛宕山 4? 2 上下流各1 　
2 半路橋(現山王橋?) 那珂 　 　 御笠川 比恵山王社半路橋 3 　 　 日田街道そば
2 鏡天神前の橋 博多 　 鏡天神の西 博多川 鏡天神社・綱輪天神社 　 　 　 　
2 作人橋 博多 　 大東寺・川端町 博多川 　 4 2 　 博多惣細図では上下に張出し
2 西門橋 博多 太閤道 　 御笠川 博多惣細図 不明 1? 上流 「全誌」に長35.7間、幅0.5間
2 西門橋 博多 太閤道 　 御笠川 幻住庵他 3+ 　 　 一部のみ描く
3 飛石橋上流の橋 早良 唐津 　 金屑川 藤崎口 2 　 　 反り橋
3 管弦橋 那珂 　 　 　 吉祥女社・管弦橋 2 　 　 　
3 裂田溝の椅 那珂 　 　 　 安徳天皇古跡他 2 　 　 　
3 内野宿の橋 穂波 長崎 　 　 内野宿根智山 2? 　 　 　
3 八反田舟場の橋 嘉麻 　 　 「芦屋川上流」八反田舟場秋月蔵屋敷 3 　 　 横に小橋あり
3 長谷山の椅 夜須 　 　 小石原川 秋月 2 　 　 　
3 礼拝橋 下座 　 　 　 伝教大師礼拝 2 　 　 　
3 二又瀬の橋 粕屋 　 　 宇美川 二又瀬 3 　 　 　
3 大橋（現多々良大橋） 糟屋 唐津 多々良河口 多々良川 多々良浜古戦場 5 　 　 反り橋
3 多々良大橋南の橋 糟屋 唐津 多々良河口 多々良新川 多々良浜古戦場 3 　 　 　
3 神の前橋(水分宮前の橋) 粕屋 　 　 猪野川 伊野大神内宮 3 　 　 反り橋
4 一貴山川の橋(短) 怡土 唐津 　 一貴山川 深江駅・天満宮他 1 　 　 大橋と連結
4 千手宿北構口の橋（現本町橋）嘉麻 長崎 　 千手川 千手駅 2 　 　 反り橋
4 千手宿南構口の橋（現横町橋）嘉麻 長崎 　 横町川 千手駅 2+? 　 　 反り橋
4 高倉神社下の橋 遠賀 　 高倉神社 　 　 2 　 　 　
4 香椎宮下の橋 糟屋 　 香椎宮下 　 香椎宮 　 　 　 　

「筑紫名所図絵」の橋の分類模式図
種類 図

１類

２類

３類

４類

表２．『筑前名所図会』の橋の類型模式図

一
四
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『
筑
前
名
所
図
会
』（
以
下
、『
図
会
』）
は
博
多
の
商
人
奥
村

玉
蘭
の
手
に
な
る
筑
前
の
地
誌
で
、
本
文
に
付
し
て
筑
前
各
地

の
情
景
が
多
数
収
録
さ
れ
て
い
る
。
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）

に
藩
庁
に
浄
書
を
献
上
し
て
出
版
を
願
い
出
た
が
、
許
可
を
得

る
こ
と
は
な
く
、
百
五
十
余
年
を
へ
て
西
日
本
新
聞
社
か
ら

『
奥
村
玉
蘭　

筑
前
名
所
図
会
』
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。

　

不
許
可
の
理
由
は
不
明
だ
が
、
図
が
写
実
に
す
ぎ
、
藩
の
機

密
に
ふ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
推
測
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
、『
図
会
』
所
載
の
、

と
く
に
町
並
み
や
風
景
の
図
は
詳
細
精
緻
で
あ
り
、
本
文
の
記

述
を
補
完
す
る
意
図
が
見
て
取
れ
る
。
歴
史
資
料
と
し
て
、
他

の
絵
画
類
と
一
線
を
画
す
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

　

表
に
『
図
会
』
に
描
か
れ
た
橋
の
一
覧
を
掲
げ
た
。（
表
１
）

描
か
れ
た
す
べ
て
の
橋
で
は
な
く
、
遠
景
な
ど
簡
略
に
描
か
れ

た
も
の
や
、
寺
社
境
内
の
儀
礼
的
な
も
の
、
ご
く
小
規
模
で
橋

脚
を
も
た
な
い
小
橋
な
ど
は
除
外
し
、
規
模
構
造
が
比
較
的
明

確
な
も
の
に
限
っ
た
。
そ
の
結
果
、
大
ま
か
に
四
種
類
と
な
っ

た
。（
表
２
）
橋
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
お
な
じ
場
所
に
あ
っ

て
も
今
日
で
は
橋
名
が
か
わ
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
、
橋
名
自

体
が
不
明
な
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
場
合
は
「
〇
〇
前
の
橋
」
な

ど
、「
」
つ
き
で
位
置
を
示
し
た
。

１
類
は
両
側
に
高
欄
を
も
ち
、
擬
宝
珠
状
の
飾
り
を
も
つ
。

昔
の
木
橋
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
橋
で
あ
る
。
橋
脚
も
三
本

か
ら
七
本
表
現
さ
れ
て
い
る
が
、
一
般
に
描
か
れ
た
橋
脚
の
数

が
正
確
で
な
い
こ
と
に
は
す
で
に
指
摘
が
あ
り（

註
８
）、

こ
れ
は
『
図

会
』
に
も
あ
て
は
ま
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
実
数
で
は

な
く
、
相
対
的
な
目
安
と
し
て
扱
う
。

　

こ
の
グ
ル
ー
プ
は
橋
長
は
長
く
、
橋
幅
も
広
い
傾
向
が
あ

る
。
い
ず
れ
も
橋
全
体
が
反
り
を
も
っ
て
表
現
さ
れ
、
八
例
中

六
例
が
福
岡
・
博
多
地
域
に
集
中
す
る
。
地
方
で
は
主
要
な
宿

駅
（
大
宰
府
五
条
口
・
飯
塚
宿
）
や
神
社
の
参
詣
道
な
ど
、
威

儀
を
示
す
べ
き
場
所
に
か
か
る
。

２
類
は
装
飾
性
が
な
く
、
低
い
高
欄
の
み
の
い
わ
ゆ
る
桁
橋

で
あ
る
。
反
り
の
あ
る
も
の
と
な
い
も
の
と
が
あ
る
。
橋
脚
は

住
吉
橋
の
七
本
を
例
外
と
し
て
、
他
は
二
本
か
ら
五
本
の
間
に

あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
１
類
よ
り
橋
長
が
短
い
傾
向
に
あ
り（

註
９
）、

橋
長
に
対
し
て
幅
が
狭
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。
十
一
例
中
、
張

出
し
つ
き
が
五
例
あ
り
、
張
出
し
を
も
つ
橋
は
こ
の
グ
ル
ー
プ

に
限
ら
れ
る
。
福
岡
・
博
多
の
町
な
か
の
道
す
じ
や
、
福
博
以

外
で
は
唐
津
街
道
な
ど
交
通
量
の
多
い
周
縁
地
区
に
か
か
る
。

３
類
は
い
わ
ゆ
る
土
橋
で
あ
る
。
橋
桁
を
な
ら
べ
た
上
に
敷

土
し
た
も
の
で
、
高
欄
は
な
く
、
反
り
を
も
っ
て
描
か
れ
る
こ

と
が
多
い
。
九
例
中
、
橋
脚
は
二
本
か
ら
三
本
と
小
規
模
な
橋

だ
が
、
五
本
を
も
つ
多
々
良
川
の
大
橋
の
よ
う
な
例
外
も
あ

る
。
福
博
か
ら
は
な
れ
た
周
辺
地
域
に
多
い
。
街
道
上
に
あ
っ

て
も
、
辺
鄙
な
宿
駅
に
み
ら
れ
る
。

４
類
は
以
上
に
属
さ
な
い
そ
の
他
の
小
橋
を
一
括
し
た
。
こ

れ
ら
を
概
観
す
れ
ば
、
当
時
の
橋
は
そ
れ
が
か
か
る
場
所
に
よ

り
、
規
模
形
態
に
お
い
て
社
会
的
な
階
級
性
を
示
し
て
い
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
。

４
．「
張
出
し
」
の
機
能
に
つ
い
て

　

以
上
を
通
じ
、『
筑
前
名
所
図
会
』
に
お
け
る
橋
の
張
出
し

は
五
例
あ
り
、
い
ず
れ
も
２
類
の
橋
に
限
ら
れ
る
こ
と
を
見

た
。
設
置
箇
所
は
、
両
側
に
張
出
し
の
あ
る
「
室
見
川
の
橋
」

と
作
人
橋
（「
川
端
町
図
」
で
は
一
ヶ
所
だ
が
「
博
多
惣
細
図
」

に
は
両
側
に
あ
る
）
を
の
ぞ
き
、
い
ず
れ
も
橋
の
中
央
部
の
上

流
側
に
あ
る
。
こ
れ
を
「
室
見
川
の
橋
」
で
は
橋
脚
と
は
べ
つ

に
三
本
、「
作
出
町
の
橋
」
で
は
二
本
の
柱
で
支
え
、
柱
の
上

部
を
貫
で
連
ね
て
い
る
。
橋
と
張
出
し
が
一
体
的
な
構
造
で
あ

る
の
が
知
ら
れ
る
。

　

そ
の
規
模
は
「
室
見
川
の
橋
」
で
は
長
さ
は
橋
幅
よ
り
大
き

く
、
張
出
し
幅
は
橋
幅
の
半
分
程
度
に
描
か
れ
て
い
る
。「
作
手

町
の
橋
」
図
は
簡
略
だ
が
、
張
出
し
長
は
橋
幅
と
同
じ
く
ら
い

に
み
え
る
。
両
者
と
も
橋
の
本
体
か
ら
つ
な
が
る
高
欄
が
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
れ
ら
橋
の
張
出
し
は
何
の
た
め
に
設
け
ら
れ

た
の
だ
ろ
う
か
。

　

近
代
で
は
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
架
橋
の
大
阪
心
斎

橋
や
昭
和
八
年
架
橋
の
福
岡
市
名
島
橋
な
ど
、
石
橋
や
コ
ン
ク

リ
ー
ト
橋
に
バ
ル
コ
ニ
ー
風
の
張
出
し
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は

西
洋
の
橋
の
意
匠
を
模
し
た
も
の
で
あ
る
。
昭
和
十
二
年
に
か

け
替
わ
っ
た
松
江
大
橋
（
島
根
県
）
も
同
様
で
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
橋
な
が
ら
木
橋
風
の
高
欄
・
擬
宝
珠
を
も
ち
、
橋
の
中
ほ
ど

に
長
さ
二
〇
メ
ー
ト
ル
、
幅
一
・
四
メ
ー
ト
ル
の
張
出
し
が
あ

る
が
、
展
望
台
と
し
て
あ
ら
た
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る

（
（註

（
註

。

　

ま
た
、
福
岡
県
下
で
は
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
架
橋
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
橋
芳
雄
橋
（
飯
塚
市
）
に
は
橋
の
中
ほ
ど
の
両
側

に
張
出
し
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
川
の
中
島
に
降
り
る
階
段
が

計
画
変
更
で
中
止
さ
れ
た
名
残
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
諸
例
か
ら

み
て
、
近
代
の
石
橋
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
に
お
け
る
張
出
し
・

バ
ル
コ
ニ
ー
は
、
木
橋
に
お
け
る
張
出
し
と
は
系
譜
関
係
を
も

た
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

木
橋
に
立
ち
戻
る
と
、
さ
き
に
示
し
た
分
類
で
、
張
出
し

は
２
類
の
橋
に
限
ら
れ
る
こ
と
を
み
た
。
２
類
の
立
地
の
特
徴

は
、
都
市
部
や
交
通
量
の
多
い
場
所
の
比
較
的
幅
の
広
い
川
に

架
か
る
こ
と
で
あ
る
。
福
博
の
町
な
か
の
ほ
か
、
周
辺
地
域
で

も
主
要
な
街
道
上
に
多
く
、
か
つ
１
類
ほ
ど
に
は
格
式
や
装
飾

性
が
求
め
ら
れ
な
い
立
地
に
あ
る
。

　

形
態
的
な
特
徴
は
、
橋
長
に
く
ら
べ
て
幅
が
狭
い
こ
と
で
あ

る
。
１
類
の
う
ち
、
福
岡
・
博
多
の
橋
は
長
さ
に
か
か
わ
ら
ず

橋
幅
が
二
間
か
ら
三
間
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
２
類
は
い
ず
れ

も
橋
幅
が
狭
く
描
か
れ
て
い
る
。
実
際
、
御
笠
川
に
か
か
る
西

門
橋
は
、
明
治
初
期
に
長
さ
三
十
五
・
七
間
あ
っ
た
が
、
幅
は
半

間
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。（『
福
岡
県
地
理
誌
全
誌
』）
ま
た
高
欄
を

欠
く
も
の
が
多
く
、
最
低
限
の
実
用
性
を
も
つ
橋
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
推
定
さ
れ
る
張
出
し
の
機
能
は
、
往
来
す
る
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人
の
す
れ
違
い
の
空
間
確
保
で
あ
る
。
通
行
が
頻
繁
で
一
定
の

長
さ
が
あ
り
な
が
ら
、
幅
が
せ
ま
く
き
ち
ん
と
し
た
高
欄
も
な

い
橋
で
は
、
人
の
す
れ
違
い
に
危
険
が
伴
う
。
こ
れ
に
対
処
す

る
た
め
の
「
待
機
場
所
」
と
し
て
設
け
ら
れ
た
の
が
張
出
し
と

考
え
ら
れ
よ
う
。
通
行
の
安
全
確
保
に
は
橋
幅
の
拡
張
と
高
欄

の
設
置
で
対
応
が
可
能
だ
が
、
そ
こ
ま
で
の
整
備
を
せ
ず
に
対

症
療
法
的
に
工
夫
さ
れ
た
の
が
張
出
し
で
あ
っ
た
。
さ
き
に
三

ノ
間
の
張
出
し
に
つ
い
て
、『
諸
国
奇
遊
談
』
が
い
み
じ
く
も

「
往
来
の
人
の
立
と
ど
ま
る
べ
き
為
な
ら
ば
中
程
に
あ
る
べ
き

に
」
と
述
べ
て
い
る
の
は
、
作
者
河
口
好
和
の
思
い
つ
き
で
は

な
く
、
当
時
そ
の
よ
う
な
施
設
が
実
在
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
た

も
の
と
理
解
で
き
る
。

福
博
の
張
出
し
の
出
現
が
い
つ
の
頃
か
は
手
が
か
り
は
な
い

が
、
そ
の
発
想
と
技
術
は
、
矢
矧
橋
や
宇
治
橋
に
ま
で
さ
か
の

ぼ
る
可
能
性
が
あ
る
。

あ
ら
た
め
て
日
の
出
橋
の
写
真
を
仔
細
に
見
る
。
笠
を
か

ぶ
っ
た
二
人
の
人
物
が
張
出
し
の
高
欄
に
も
た
れ
て
お
り
、
か

た
わ
ら
に
は
大
八
車
が
あ
る
。
お
そ
ら
く
彼
ら
は
車
引
き
で
あ

り
、
た
ま
た
ま
川
風
に
あ
た
っ
て
一
服
し
て
い
る
風
情
に
見
え

る
。
張
出
し
に
は
こ
の
よ
う
な
使
わ
れ
方
も
あ
っ
た
の
で
あ

る
。

　

そ
の
よ
う
に
思
え
ば
、
さ
き
に
述
べ
た
初
期
の
西
洋
風
の
橋

に
バ
ル
コ
ニ
ー
や
展
望
台
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
は
、
た
ん
に
西

洋
の
形
式
の
み
を
模
倣
し
た
の
で
は
な
く
、
そ
の
背
景
に
近
世

以
来
の
木
橋
の
張
出
し
の
存
在
と
そ
の
記
憶
が
あ
っ
た
可
能
性

を
考
え
て
よ
い
か
と
思
わ
れ
る
。（

う
し
じ
ま　

え
い
し
ゅ
ん
）

註註
１　
『
奥
村
玉
蘭　

筑
前
名
所
図
会
』
刊
本
に
西
日
本
新
聞
社

一
九
七
〇
年
が
あ
る
。

註
２　

鞍
手
郡
教
育
会
編
『
鞍
手
郡
誌
』
一
九
三
四
年

註
３　

絵
葉
書｢

直
方
名
所
・
日
の
出
橋｣

井
上
ビ
イ
ナ
ス
堂

註
４　
「
宇
治
郷　

習
俗
と
伝
承
」『
宇
治
市
史
６
』
一
九
八
一
年

註
５　
「
往
来
の
人
の
立
と
ど
ま
る
べ
き
為
な
ら
ば
中
程
に
あ
る

べ
き
に
、
西
の
か
た
に
よ
り
た
る
も
い
ぶ
か
し
。
又
人
の
往

来
を
よ
く
る
ほ
ど
の
小
き
橋
に
も
あ
ら
ず
。
或
は
豊
臣
家
の

御
と
き
、
茶
の
水
を
こ
こ
よ
り
汲
上
し
と
い
ふ
。
さ
ら
ば
釣

瓶
を
下
し
て
便
あ
る
は
、
川
下
な
る
べ
き
に
、
川
上
に
あ
る

も
な
を
い
ぶ
か
し
。
扨
、
茶
の
水
に
此
あ
た
り
よ
き
な
ら
ば
、

橋
の
う
へ
よ
り
汲
あ
ぐ
る
よ
り
は
、
舟
し
て
く
ま
ば
持
行
に

も
便
よ
か
る
べ
し
」「
茶
業
の
発
展
と
茶
師
」『
宇
治
市
史
２
』

一
九
八
六
年

註
６　
「
長
さ
は
私
の
見
積
り
だ
と
九
三
〇
パ
リ
・
フ
ィ
ー
ト
、

日
本
人
の
言
う
と
こ
ろ
で
は
二
〇
八
間
。
幅
は
た
だ
ざ
っ
と

見
積
も
っ
て
三
〇
フ
ィ
ー
ト
あ
る
」
シ
ー
ボ
ル
ト
「
江
戸
参

府
紀
行
」
東
洋
文
庫　

一
九
六
七
年
ほ
か

註
７　

檜
垣
元
吉
『「
筑
前
名
所
図
会
」
の
成
立
』
註
１
文
献

註
８　

鈴
木
里
生
「
江
戸
の
橋
」
角
川
学
芸
出
版　

二
〇
〇
八
年

註
９　

上
人
橋
は
底
本
と
異
本
で
橋
脚
の
数
の
差
が
大
き
す
ぎ
、

除
外
し
た

註
10　

内
田
兼
四
郎
『
松
江
大
橋
物
語
』
一
九
七
五
年

一
六

［ちくほう地域研究］　
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